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（１）調査問題の内容，課題等，指導改善のポイント

○調査問題の内容

学習指導要領に示されている「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」，〔伝統的な言語文化

と国語の特質に関する事項〕（３領域１事項）に基づき，全体を視野に入れながら中心的に取り上げるも

のを精選して出題している。なお，中学校第２学年までの内容となるようにしている。

（例）■ 参加者の誰がどのようなことについて発言するとよいかと，そのように考えた理由を書く。

■ 意見文の下書きの構成の工夫について，自分の考えを書く。

■ 「吾輩」が「黒」をどのように評価し，どのような接し方をしているかや，そのような接し方を

どう思うかを書く。

■ 事前に確かめておきたいことについて相手に失礼のないように書く。

○課題等

◇ 話合いの中での質問の意図を捉えることはできている。〔 １二 〕

◇◆ 話合いの話題や方向を捉えることはできているが，適切な発言について考えることに課題が

ある。〔 １一，三 〕

◇ 書いた文章を互いに読み合う場面において，文章の構成にどのような工夫があるかを捉えるこ

とはできている。〔 ２二 〕

◆ 推敲する場面において，語句や文の使い方，段落相互の関係について考えることに課題がある。

〔 ２一 〕

◇ 文章を読み，登場人物の言動の意味を考え，内容を理解することはできている。〔 ３三 〕

◆ 文脈の中における語句の意味を理解したり，場面の展開，登場人物の心情や行動に注意して読

み，内容を理解したりすることに課題がある。〔 ３一，二 〕

◆ 文章に表れているものの見方や考え方を捉え，自分の考えをもつことに課題がある。〔 ３四 〕

◇ 文脈に即して漢字を正しく読むことはできている。〔 ４一①，② 〕

◇ 事象や行為などを表す多様な語句について理解することはできている。〔 ４二 〕

◆ 相手や場に応じて敬語を適切に使うことに課題がある。〔 ４三 〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は，問題番号

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

話すこと・聞くこと
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○指導改善のポイント

○ 話合いを効果的に進め，互いの発言を踏まえて，考えをまとめたり広げたり深めたり

する指導の工夫

・ 話合いを効果的に進め，互いの発言を踏まえて，考えをまとめたり広げたり深めたりする

力を身に付けるために，〔思考力，判断力，表現力等〕の「Ａ話すこと・聞くこと」の「話すこ

と」に関する指導事項と，「聞くこと」に関する指導事項との関連を図って指導する必要があ

る。例えば，各学年の(2)イに示されているような，目的に沿って，互いの考えを伝え合ったり

生かし合ったりする話合いや議論，討論などの言語活動を通して指導することが効果的であ

る。具体的には，第１学年では，話題や展開を捉えながら，第２学年では，互いの立場や考

えを尊重しながら，第３学年では，進行の仕方を工夫したり互いの発言を生かしたりしなが

ら話し合うことなどについて，生徒の実態を踏まえながら意図的・計画的に指導を重ねるこ

とが大切である。その際，これまでの「Ａ話すこと・聞くこと」の学習で身に付けた資質・能力

を，実際の言語活動の中で活用しながら話し合うように指導することも重要である。

○ 読み手の立場に立ち，自分が書いた文章について捉え直し，分かりやすい文章に整え

る指導の工夫

・ 読み手の立場に立ち，自分が書いた文章について捉え直し，分かりやすい文章に整える力を

身に付けるために，第１学年では，表記や語句の用法，叙述の仕方などを，第２学年では，表

現の効果などを，第３学年では，目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめること

について指導する必要がある。その際，第１学年〔知識及び技能〕(1)エの「指示する語句と接

続する語句の役割について理解を深めること。」との関連を図ることや，第２学年〔知識及び技能〕

(1)オの「話や文章の構成や展開について理解を深めること。」との関連を図ることなども有効で

ある。

○ 文章の内容を理解したり自分の考えを形成したりする指導の工夫

・ 文章の内容を理解したり自分の考えを形成したりする力を身に付けるために，〔思考力，判

断力，表現力等〕の「Ｃ読むこと」の学習過程を意識しながら，各指導事項について意図的・

計画的に指導する必要がある。例えば，各学年の(2)イに示されているような，文学的な文章を

読んで考えたことなどを記録したり伝え合ったりする言語活動を通して指導することが効果的で

ある。また，各学年の〔知識及び技能〕(3)の「読書」に関する事項との関連を図り，生徒の日常

の読書活動に結び付くように指導することも有効である。

○ 敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理解し，適切に使う指導の工夫

・ 敬語などの相手や場に応じた言葉遣いについて理解し，適切に使う力を身に付けるために，

小学校での学習を踏まえ，敬語に関する個々の体験的な知識を整理して体系付けるとともに，

人間関係の形成や維持における敬語のもつ働きを理解するように指導する必要がある。また，

話や文章の中で，相手や場に応じた語句を選んで用いることに留意するように指導することも

大切である。その際，各学年の〔思考力，判断力，表現力等〕の「Ｂ書くこと」(2)イに示され

ているような，実用的な文章を書く言語活動との関連を図ることも有効である。

※「指導改善のポイント」の記載は，今後の指導のために，平成29年告示の学習指導要領の内容に基づいて

いる。

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

言葉の特徴や使い方に関する事項



ｰ10ｰ

（２）集計結果（正答等の状況） 
【国語】 

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

932,884 人 9.1/14 問 64.9％ 9.0 問 2.8 問 10 問 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）    学習指導要領の領域等の平均正答率 

 

 

 

分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象問題数 

（問） 

平均正答率 

（％） 

学習指導

要領の 

領域等 

話すこと・聞くこと  3 80.0 

書くこと  3 57.3 

読むこと  4 48.9 

伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項  4 75.4 

評価の 

観点 

国語への関心・意欲・態度  4 56.3 

話す・聞く能力  3 80.0 

書く能力  3 57.3 

読む能力  4 48.9 

言語についての知識・理解・技能  4 75.4 

問題形式 

選択式  6 64.2 

短答式  4 74.7 

記述式  4   56.3 
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（横軸：問題番号，縦軸：生徒の割合） 

1一         1二        1三          2一        2二         3一          3二         3三         3四          4一           4 一          4 二        4三        4四 
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(問) 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

書くこと 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

読
む
こ
と 

伝統的な言語文化と国語の

特質に関する事項 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%



ｰ11ｰ

（２）集計結果（正答等の状況） 
【国語】 

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

932,884 人 9.1/14 問 64.9％ 9.0 問 2.8 問 10 問 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）    学習指導要領の領域等の平均正答率 

 

 

 

分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象問題数 

（問） 

平均正答率 

（％） 

学習指導

要領の 

領域等 

話すこと・聞くこと  3 80.0 

書くこと  3 57.3 

読むこと  4 48.9 

伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項  4 75.4 

評価の 

観点 

国語への関心・意欲・態度  4 56.3 

話す・聞く能力  3 80.0 

書く能力  3 57.3 

読む能力  4 48.9 

言語についての知識・理解・技能  4 75.4 

問題形式 

選択式  6 64.2 

短答式  4 74.7 

記述式  4   56.3 
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（３）地域の規模等の状況 

 
［国語］ 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

 

 

 

 

 

（４）都道府県・指定都市の状況 

 

［国語］ 

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数） 

 

 
※都道府県は指定都市を除く。全国（公立）の平均正答率は整数値で表示している。 
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全国（公立）
大都市

中核市
その他の市
町村

へき地

全国（公立） 903,157人 9.0 / 14問 64.6% 9.0問 2.8問

大都市 223,526人 9.2 / 14問 65.4% 10.0問 2.8問

中核市 211,558人 9.0 / 14問 64.5% 9.0問 2.8問

その他の市 377,687人 9.0 / 14問 64.0% 9.0問 2.8問

町村 80,990人 8.9 / 14問 63.8% 9.0問 2.8問

へき地 14,971人 8.9 / 14問 63.6% 9.0問 2.8問

標準偏差生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値
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全国（公立）の
平均正答率

全都道府県市（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】

全都道府県市（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】

65%
69% 60%

【+4%】 【-5%】

○ 平均正答数，平均正答率，中央値，標準偏差を見ると，地域の規模等（公立：大都市，中核 

市，その他の市，町村，へき地）による大きな差は見られない。 

○ 各都道府県・指定都市（公立）の状況については，平均正答率を見ると，全ての都道府県・

指定都市が平均正答率の±10％の範囲内であり，大きな差は見られない。 

※大都市（政令指定都市及び東京 23区），中核市，その他の市，町村の値は，当該地方公共団体の教育委員会が設置管理する公立
学校に在籍する生徒の調査結果（正答数）を集計したものである（都道府県立学校は含まない）。 

※へき地の値は，へき地教育振興法及び各都道府県の条例（規則）によって指定された学校に在籍する生徒の調査結果を集計した
ものである。大都市，中核市，その他の市，町村の値に重複する。 
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（５）教育委員会の状況 

 

［国語］ 

 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合） 

 

 

（６）学校の状況 

 

［国語］ 

 

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 

 

9.0 / 14問1,786 64.2% 64.1% 5.1%
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教育委員会の
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9.0 / 14問9,679校 64.5% 64.5% 7.0%
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○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を 

見ると，平成 31 年度と比べ，ばらつきに大きな変化は見られない。 

○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると， 

平成 31 年度と比べ，ばらつきに大きな変化は見られない。 
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（７）国・公・私立学校の状況 

 

［国語］ 

＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

 

 

＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

 

 

＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
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○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答 

数について見ると，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。 

9.0 / 14問

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

903,157人 64.6% 9.0問 2.8問

11.5 / 14問

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

7,613人 82.0% 12.0問 1.9問

10.1 / 14問

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

22,114人 71.8% 11.0問 2.5問




